
株式会社リブセンスによる「コロナ禍の恋活・婚活とマッチングアプリの利用実

態」に 関する調査(2021)」によると、7 割以上がコロナ禍で「恋愛・結婚への

意欲が高まった」と 回答があった。  

 

しかしながら、同様の 調査によると、約 8 割が“マッチングアプリ疲れ”を経験 

し、「マッチング迷子」が増加しているようだ。また、マッチング アプリ疲れの

理 由 で  2 つめ に  多い 理 由と し て「 マッ チン グ がう ま くい かず 、自 信 を喪 失 す

る為」とある。  

 

このように、マッチングしても、うまくいかないことが多いということが判明し

た。  

その理由の一つに、会話がうまくいかないことが挙げられる。2019 年 noel 編

集部によるアンケート調査によると、女性の 80%が「デート中に会話が続かず

気まずくなった」と回答している。  

 

また、既婚・恋人持ちの男女  100 名に、現在の結婚相手や恋人と出会った際の

容姿の印象についてたずねると、3 割以上が「好みではなかった (34.0%)」と回

答。既婚・恋人持 ちの 約 3 人に 1 人が、“外見が好みではなかった人”と結ばれ

ていることが分かった。  



配偶者や恋人と付き合った理由についてたずねると、1 位が「内面や雰囲気が好

み だ と 思 っ た か ら 。 (46.0%)」、 次 い で 「 な ん と な く し っ く り き た か ら (45.0%)」

という回答結果となり、外見やスペックではなく、内面や居心地のよさが決め手

となって付き合っている人が多いことが判明した。  

  

上 記 の 調 査 か ら 、 多 く の 人 が 内 面 や 居 心 地 の 良 さ を 決 め 手 に マ ッ チ ン グ が 成 功

するにも関わらず、多くの人が外見などでマッチングする人を決め、仮にマッチ

ン グ し て も 会 話 な ど の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が う ま く い か ず 、 結 果 的 に 失 敗 す る

ことが多いと推測できる。  
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